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1．はじめに  秋田市の雄物川河口からにかほ市の平

沢漁港まで，延長約 45 km の秋田県南部海岸の汀線位

置変化を 1991 年 8 月以来，月に 2 度(2005 年 1 月から

は月に 1 度)の頻度で現地調査をしている(松冨ら，

2008)．本研究は，20 年以上も汀線位置変化データが

蓄積されたこともあり，5 年間毎にデータを区切り，

それらの分散(＝移動平均値との差の二乗平均)，標準

偏差，変動係数を評価し，調査頻度の汀線位置変化量

への影響や汀線位置・波高変化から見た秋田県南部海

岸における地球温暖化の傾向について論じる 1)． 

 
図-1 対象海岸と調査点 

2．現地調査と解析方法  雄物川以南，平沢漁港以北

の延長約 45km の砂浜海岸を対象とする．汀線位置変

化の調査点(以下 St.と略記)を図-1 に示す．図中の数値

は調査点番号で，s 付きは斜め写真のみの調査点で，

多くは中小河川が流入している箇所である．汀線位置

変化の評価は各調査点に設けた基準点(杭)から汀線ま

での距離測量に基づいている．汀線位置は移動汀線の

平均位置と定義しており，この汀線位置に対して潮位

や wave setup，地殻変動の補正は行っていない． 

 汀線位置変動の分散や標準偏差を評価するときの汀

線位置の変動量は移動平均値からの差と定義した．移

動平均値を算出するデータ個数は 3，5，7，11 個の 4

通りを採用した．その他として，波浪観測データ

(NOWPHAS1991-2013)を用いる． 

3．汀線位置変化  今回は，構造物がないため，純粋

に波高と比較できると考えられる St.0 と St.2 を用い

る．また，全部のデータを用いた場合と月 1 回のデー

タにした場合を比較したところ，あまり変化が見られ

なかったため，今回は全データを示す． 

汀線位置 Y(実線)とその 5 個移動平均値(太実線)，

変動量(移動平均値との差の絶対値)の経時変化を図-2

に示す．St.0 において，増加の傾向が見られ，St.2 で

は変化はあまり見られなかった． 

 また，これらの汀線位置変動量(正負を考慮)の標準

偏差σを図-3 に示す．図より，時間の経過と共に標準

偏差が増加傾向にあることが判る．また，移動平均個

数が増えるにつれて，標準偏差も大きくなっている 1)． 

 

図-2 汀線位置 Y とその 5 個移動平均値，変動量（移動平均

値との差の絶対値）の経時変化例（全データ） 

 

図-3 汀線位置変動量（移動平均値との差）の標準偏差σ(全

データ) 

キーワード：汀線位置変化，波高，地球温暖化        連絡先（〒010-8502 秋田市手形学園町 1-1 TEL 018-889-2363）

8s

17s

18,18s

19s
20

21s

西目漁港

平沢漁港

子
吉
川

松ヶ崎漁港

9

10
11s

12
13s

14

15,15s
16

本荘

二十六木橋

椿川

13s'

雄物川

0

1s

2

3s

4

5s

6 道川漁港(島式漁港)
7s

日
本
海

0 5 10km

離岸堤

人工リーフ

：

：

衣川

(観測所)

(観測所)

芋川

秋田

Ｎ

0'

由利本荘

N



４.波高変化  波高のデータは，酒田港での観測値を

用いる．(観測機種は 1996 年まで SRW-V，1997 年か

らは USW を使用．観測地点もほとんど変化なし)．波

高データは，汀線位置変化への影響を考え，調査日・

調査前日・調査前々日の 3 日分を使用する．図-4 に酒

田港における波高変化 H とその 5 個移動平均値，変動

量(移動平均値との差の絶対値)の経時変化を示す．ま

た，波高変動量の標準偏差σ(全データ)を図-5に示す．

図-5 より，波高変動量の標準偏差（前日）と汀線位置

変動量の標準偏差の傾向が類似していることが判る 2)． 

4.地球温暖化との関係  地球温暖化は，気温や水温

を変化させ，海面上昇や降水量あるいは降雪量の変化

やそのパターンに変化を引き起こすと考えられてい

る．気候システムの温暖化には疑う余地がなく，1950

年代以降，観測された変化の多くは数十年から数千年

間で前例のないものである．大気と海洋は温暖化し，

雪氷の量は減少し，海面水位は上昇し，温室効果ガス

濃度は上昇している，と IPCC(2013)によって結論づけ

られている．本研究では，汀線位置変化と波高変化を

比較した結果，比例関係がみられ，必ずしも増加傾向

にあるとは言えないが，変動量の増大がみられること

が判った．変動量の増大があるということは，調査開

始約 20 年の間で地球温暖化の影響を受けたのではな

いかと考えられる 3)． 

5．おわりに  秋田県南部海岸における汀線位置変化

の現地調査と波高変化の解析を通じて，次の結果が得

られた． 

①汀線位置 Y の値は増加傾向にあるとは言えない． 

②汀線位置変動量の標準偏差σは全体的に増加傾向で

ある． 

③波高変動量の変化は，汀線位置変動量の変化と同傾

向である． 

④変動量の増大傾向には地球温暖化が考えられる． 
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図-4 波高 H とその 5 個移動平均値，変動量(移動平均値と

の差の絶対値)の経時変化（全データ） 

 

図-5 波高変動量（移動平均値との差）の標準偏差σ（全デ

ータ） 
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